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 2014年 6月より、北海道・青森県・岩手県・宮城県の 4道県にお住まいの浪江町民を
サポートする浪江町復興支援員が宮城県内に配置されました。「いこい通信」では、支援員
の普段の活動や、皆様にお伝えしたい地域の情報を発信していきます。 

岩手県・北海道での戸別訪問がスタート！ 
 10 月 9 日に岩手県南部、11 月 13 日・14 日
に北海道の戸別訪問を行いました。 
 岩手の訪問は 10月上旬でしたが、駅を降りると
空気が冷たく秋の深まりを感じ、乗換え電車内の
座席下から吹き出す暖がありがたく、身体を温め
てくれました。今回訪問した平泉町の鈴木悦夫さ
ん・良美さんは震災から暫らく体調もすぐれず、
落ち着かない日々もありましたが、現在は素敵な
環境で楽しんで生活していらっしゃいました。 
 ご近所の方とのお付き合いも大切にし、草むし
り・運動会にも参加。友人とのバーベキューも楽
しみの一つだそうです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 その後、奥州市、一関市の方のお宅も訪問しま
した。 
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 11 月には、北海道へ戸別訪問に伺いました。ち
ょうど訪れた日が札幌市は今年一番の積雪で冬景
色となりました。 
 初めに訪問した苫小牧市では雪もなく安心して
いましたが、お宅を出るとちらちらと雪が降り始
めました。 
 どの訪問先のお宅も暖かく、薄着で過ごせるの
で「浪江の自宅より暖かくて過ごしやすい」とお
っしゃる方もいて、北海道の生活に不便はないそ
うです。しかし、維持費はかなりの負担で、暖房
を止めてしまうと結露するので止めることもでき
ないようです。 
 どなたも、暖かく迎えて下さり、お話を聴かせ
ていただきありがとうございました。今回訪問で
きなかったみなさまも、これから長い冬ですが体
調を崩されないよう、くれぐれもご自愛ください。 
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 9 月 29日に福島市で行われた、「第 3回浪江町復興支援員推進
会議」に支援員 2 名で参加してきました。今回、初めて全国にあ
る10 拠点が集まり、馬場町長の前で今までの取り組みや、訪問先
の町民のみなさんの声を直接届けてきました。 
 そのあと、「戸別訪問」「交流会」などそれぞれの支援員が悩んで
いるテーマ毎に集まり、各拠点の情報交換や今後の活動について
意見を交わしました。 

町長の前で支援員の取り組みを発表しました 

鈴木悦夫さん・良美さん 
広報なみえ（11 月号）にも、お二人の話が掲載さ
れています。 
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支援員がお邪魔しました♪ 

 

 毎月第 3 金曜日に岩沼市で開催している交流会、
「うつくしまサロン」に参加して来ました。始まりか
ら終わりまで話はつきず、時間のたつのも忘れるくら
いあっという間の楽しいひとときでした。そして皆さ
んの元気の良さに脱帽！笑顔の絶えないほんとに良
い交流会でした。 
 

   

【連絡先】〒983-0852 
  宮城県仙台市宮城野区榴岡 2 丁目 3-15 
  一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム内 
  浪江町復興支援員宮城県駐在 赤間・渡邉 
    
 

【ＴＥＬ】080-9010-6375 
【メール】sien_miyagi@yahoo.co.jp 
【ブログ】http://namiemiyagi.jugem.jp 
 お近くにお越しの際は、お気軽にお立ち寄りください！ 

● 「うつくしまサロン」（宮城県岩沼市） 
  いつも茶話会に参加されている浪江の方から声を

かけていただき、参加しました。今回は、ボランティ
アの二胡とアルプホルンの生演奏を聴きながらの交
流会。アルプホルンは新地町の震災がれきで作ったも
のと、演奏してくださった方が７ヶ月かけての自作さ
れたものでした。知っている曲が演奏されると、合わ
せて歌う場面もありました。最後は、みなさん笑顔で
「ずんだもち～」でぱちり！ 

● 福島そうそう茶話会（宮城県仙台市太白区） 

 10 月 31 日に、浪江町の方の作品展示と演芸発表
を見学してきました。浪江町の方も通っている手芸サ
ロンで共同制作した立体感のある七夕のタペストリ
ーと、浪江町の方が制作した服はすごく素敵でした。 
 また、支えあいセンターわかばやしで開催している
「ふくしましゃべり場サロン」のみなさんは、これま
で練習してきた手話で童謡を発表。最後はこれまで発
表したみなさんも一緒に、笑顔で「ふるさと」を合唱。
「アンコール！」が出ました。 

● 支えあい復興文化祭（宮城県仙台市） 
  10 月 19 日に、仙台弁護士会館で原子力損害賠償・

廃炉等支援機構による説明会があり参加しました。 
 当日の参加者は、相双地区を中心とした避難指示区
域にお住まいなっていた福島県民約 50 名。浪江町か
らは約 10 名の方が参加され、会場はほぼ満席でした。
主な内容は「住宅確保に関わる費用」宅地・建物等（お
墓も含む）に関する説明会でしたが、質疑応答の時間
も含め、みなさん、熱心に聴かれていました。 

● 原子力損害賠償に関する最新情報説明会 
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支援員のブログでは、もっと多くの写真と共に紹介しています。浪江町ホーム
ページの「浪江町復興支援員のページ」より、アクセスして下さい。 


